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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ）モードとをサポートする基地局において、移動局からＭＩＭＯフィードバック情報を
受信する方法であって、
　前記方法は、
　前記移動局の好適なＭＩＭＯモードを示す情報を前記移動局から受信することと、
　前記好適なＭＩＭＯモードに基づいて決定されたＭＩＭＯモードを示す情報を前記移動
局に送信することと、
　前記ＭＩＭＯモードに基づいて決定されたフィードバック情報を前記移動局から受信す
ることと
　を含み、
　前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記ＳＵ－ＭＩＭＯモードまたは前記ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯモードを示し、
　前記フィードバック情報は、前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報が前記ＳＵ－ＭＩＭＯ
モードを示す場合にＳＵ－ＭＩＭＯコードブックから選択されたプリコーディング行列イ
ンデックスを含むか、前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報が前記ＭＵ－ＭＩＭＯモードを
示す場合にＭＵ－ＭＩＭＯコードブックから選択されたプリコーディング行列インデック
スを含み、
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記好適なＭＩＭＯモードの性能指数に
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対する前記移動局の現在のＭＩＭＯモードの性能指数の比が臨界値よりも大きい場合に、
前記移動局から前記基地局に送信される、方法。
【請求項２】
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報を受信することは、前記好適なＭＩＭＯモー
ドに基づいて決定されたフィードバック情報を受信することを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報を受信することは、
　前記移動局の現在のＭＩＭＯモードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）およびプリコーデ
ィング行列インデックス（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つが通るフィードバックチャネ
ルを経由して、前記移動局から前記好適なＭＩＭＯモードを示す情報を受信することを含
む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記好適なＭＩＭＯモード専用の追加的
なチャネルを介して受信される、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局によって、前記好適なＭＩＭＯモードに対するフィードバック要請を前記移
動局に送信することをさらに含み、前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記フ
ィードバック要請に応答して前記移動局から受信される、請求項１～３のいずれかに記載
の方法。
【請求項６】
　前記フィードバック要請は、前記移動局が、前記好適なＭＩＭＯモードに従って決定さ
れた前記フィードバック情報を前記基地局に何回送信すべきかを示す特定情報を含む、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記臨界値を前記移動局に送信することをさらに含み、前記臨界値は、前記基地局に送
信される前記好適なＭＩＭＯモードを前記移動局において決定する際に用いられる、請求
項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報を送信することは、
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報を用いて平均性能指数を計算することと、
　前記平均性能指数がモードスイッチング臨界値よりも大きい場合には、前記ＭＩＭＯモ
ードを前記好適なＭＩＭＯモードに設定することと
　を含む、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記好適なモードは、単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードと、２個の移動局
をサポートするマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）モード２と、３個の移動局をサ
ポートするＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の移動局をサポートするＭＵ－ＭＩＭＯモー
ド４のうちの１つである、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ）モードとをサポートする基地局に、移動局によってＭＩＭＯフィードバック情報を送
信する方法であって、
　前記方法は、
　好適なＭＩＭＯモードを示す情報を前記基地局に送信することと、
　前記好適なＭＩＭＯモードに基づいて決定されたＭＩＭＯモードを示す情報を前記基地
局から受信することと、
　前記ＭＩＭＯモードに基づいて決定されたフィードバック情報を前記基地局に送信する
ことと
　を含み、
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　前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記ＳＵ－ＭＩＭＯモードまたは前記ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯモードを示し、
　前記フィードバック情報は、前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報が前記ＳＵ－ＭＩＭＯ
モードを示す場合にＳＵ－ＭＩＭＯコードブックから選択されたプリコーディング行列イ
ンデックスを含むか、前記ＭＩＭＯモードを示す前記情報が前記ＭＵ－ＭＩＭＯモードを
示す場合にＭＵ－ＭＩＭＯコードブックから選択されたプリコーディング行列インデック
スを含み、
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記移動局の現在のＭＩＭＯモードの性
能指数と前記好適なＭＩＭＯモードの性能指数との比が臨界値よりも大きい場合に前記基
地局に送信される、方法。
【請求項１１】
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報を送信することは、
　前記好適なＭＩＭＯモードに基づいて決定されたフィードバック情報を含む、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報を送信することは、
　前記移動局の現在のＭＩＭＯモードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）およびプリコーデ
ィング行列インデックス（ＰＭＩ）のうちの少なくとも１つが通るフィードバックチャネ
ルを経由して、前記基地局に前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報を送信することを
含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記好適なＭＩＭＯモード専用の追加的
なチャネルを介して送信される、請求項１０～１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記移動局に対する好適なＭＩＭＯモードに対するフィードバック要請を前記基地局か
ら受信することをさらに含み、前記好適なＭＩＭＯモードを示す前記情報は、前記フィー
ドバック要請に応答して前記基地局に送信される、請求項１０～１２のいずれかに記載の
方法。
【請求項１５】
　前記フィードバック要請は、前記移動局が、前記好適なＭＩＭＯモードに従って決定さ
れた前記フィードバック情報を前記基地局に何回送信すべきかを示す特定情報を含む、請
求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記基地局から前記臨界値を受信することをさらに含む、請求項１０～１２のいずれか
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記好適なＭＩＭＯモードは、単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードと、２個
の移動局をサポートするマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）モード２と、３個の移
動局をサポートするＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の移動局をサポートするＭＵ－ＭＩ
ＭＯモード４のうちの１つである、請求項１０～１２のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ）システム
におけるモード適応（Ｍｏｄｅ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）方法に係り、特に、アップリン
クフィードバック量を減らす方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　多重アンテナ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｎｔｅｎｎａ）を使用するＭＩＭＯシステムのう
ち、ユーザのチャネル状態によって適応的に動作する閉ループ（Ｃｌｏｓｅｄ－Ｌｏｏｐ
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）ＭＩＭＯシステム（ＣＬ－ＭＩＭＯ）は、全体システムの性能または処理量を大幅に向
上させる。
【０００３】
　閉ループＭＩＭＯシステムは、プリコーディング行列インデックス（Ｐｒｅｃｏｄｉｎ
ｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ；ＰＭＩ）をフィードバックするコードブックベースのプ
リコーディング（Ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｂａｓｅｄ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ）方式と、チャネ
ルをフィードバックするアナログフィードバックベースのプリコーディング（Ａｎａｌｏ
ｇ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｂａｓｅｄ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ）方式とに大別され、それぞれ
下記のような長短所がある。
【０００４】
　コードブックベースのプリコーディングは、少ない量のフィードバック情報を必要とし
、ＣＱＩ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｏｒ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ））ミスマッチが少なく、コードワード制限（ｃｏｄｅｗｏｒｄ　ｒｅｓｔｒ
ｉｃｔｉｏｎ）によってフラッシュライト効果（Ｆｌａｓｈｌｉｇｈｔ　Ｅｆｆｅｃｔ）
を減らすことができる。ここで、ＣＱＩは、プリコーダ（Ｐｒｅｃｏｄｅｒ）及び干渉器
（Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｒ）に対する完壁な把握に基づいてミドアンブル（Ｍｉｄａｍｂｌ
ｅ）または共用パイロット（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔｓ）で測定することができる。
【０００５】
　コードブックベースのプリコーディングは、量子化誤り（Ｑｕａｎｔｉｚａｔｉｏｎ　
Ｅｒｒｏｒ）が多いという点とビームフォーミング利得が小さいという点などの短所を持
っている。コードブックベースのプリコーディングのためには適切なコードブック設計が
必要とされる。
【０００６】
　アナログフィードバックベースのプリコーディングは、量子化誤りを減らし、高いビー
ムフォーミング利得を得ることができる。一方、アナログフィードバックベースのプリコ
ーディングでは、フィードバック情報またはフィードバックエラーが多すぎ、ＣＱＩミス
マッチが多く、フラッシュライト効果が発生する。特に、マルチユーザＭＩＭＯではＣＱ
Ｉを専用パイロットでのみ測定することができる。また、干渉するプリコーダを把握しな
いと端末側でＣＱＩを測定することができない。アナログフィードバックベースのプリコ
ーディングのためにはサウンディング（ｓｏｕｎｄｉｎｇ）チャネルが必要とされる。
【０００７】
　したがって、コードブックベースのプリコーディングは、上記の長所から、３ＧＰＰ　
ＬＴＥシステム、ＷｉＭＡＸシステム、２ＧＰＰ２　ＵＭＢシステムなどで広く用いられ
ている。
【０００８】
　また、ＭＩＭＯシステムは、空間リソースをどのように割り当てるかによって単一ユー
ザＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＳＵ－ＭＩＭＯ）とマルチユーザ（Ｍ
ｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＭＵ－ＭＩＭＯ）とに分類される。
【０００９】
　図１及び図２は、データが２つ以上の空間多重化率で転送される時の送信構造を示すブ
ロック図である。
【００１０】
　図１は、垂直エンコーディング（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｅｎｃｏｄｉｎｇ）及び単一コー
ドワード（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏｄｅｗｏｒｄ；ＳＣＷ）の場合であり、図２は、水平エン
コーディング（Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　Ｅｎｃｏｄｉｎｇ）及び多重コードワード（Ｍｕ
ｌｔｉ　Ｃｏｄｅｗｏｒｄ；ＭＣＷ）の場合である。
【００１１】
　ＳＵ－ＭＩＭＯでは、空間リソース全部を一つの端末に割り当てる。ＣＬ－ＭＩＭＯで
、ＳＵ－ＭＩＭＯは、次のように動作する。各端末は、望むランク、すなわち、空間多重
化率を選択して、この望むランクに好適なＰＭＩ（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　
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ｉｎｄｅｘ）とチャネル品質情報（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ；ＣＱＩ）をフィードバックする。基地局は、このようなフィードバック情報を用
いて一つの端末を一つのリソース（時間及び周波数）に割り当てる。この場合、空間リソ
ースは、該当の端末が全部使用する。この時、ここで、ＳＣＷまたはＭＣＷを転送構造と
することができる。
【００１２】
　ＭＵ－ＭＩＭＯでは、空間リソースを複数の端末に割り当てる。ＣＬ－ＭＩＭＯにおい
てＭＵ－ＭＩＭＯは次のように動作する。各端末は、ＣＱＩとＰＭＩをＭＵ－ＭＩＭＯ条
件に合わせて転送する。ここで、ＭＵ－ＭＩＭＯ条件は、転送多重化率、プリコーディン
グ行列セット（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｓｅｔ）、ＭＵ－ＭＩＭＯタイプ（
ＰＵ２ＲＣ、ＺＦ－ＢＦ、…）などを指す。基地局は、受信した情報を用いて特定条件を
満たす端末を選択し、該当の端末を一つのリソース（時間及び周波数）に割り当てる。こ
の場合、空間リソースは複数の端末が分けて使用する。ここで、ＭＣＷを送信構造として
用いる。
【００１３】
　一般に、ユーザの数が少ない時は、ＳＵ－ＭＩＭＯの性能が良く、ユーザの数が多い時
は、ＭＵ－ＭＩＭＯの性能が良い。ＭＵ－ＭＩＭＯにおいて複数の端末をペアリング（Ｐ
ａｉｒｉｎｇ）する時、直交する対を見つけると性能が向上するが、ユーザの数が多いほ
ど直交する対が出る確率が増加する。
【００１４】
　図３は、ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩＭＯの性能を比較したグラフである。
【００１５】
　図３で、セルに約５名以上のユーザがいる時、ＭＵ－ＭＩＭＯがＳＵ－ＭＩＭＯの性能
よりも優れていることがわかる。これをＳＵ－ＭＵスイッチングポイント（Ｓｗｉｔｃｈ
ｉｎｇ　Ｐｏｉｎｔ）と呼ぶ。このスイッチングポイントは、チャネルの状態、ユーザの
状態などによって異なる位置で生じることもできる。
【００１６】
　すなわち、最適のシステムの性能は、ＳＵ－ＭＩＭＯの性能とＭＵ－ＭＩＭＯの性能の
包絡線（Ｅｎｖｅｌｏｐｅ）に追従しなければならず、このために、端末は、ＳＵ－ＭＩ
ＭＯに適合なフィードバック及びＭＵ－ＭＩＭＯに適合なフィードバックの両方を行わね
ばならない。その結果、フィードバックオーバーヘッドが増加する。
【００１７】
　また、主に、コードブックの構成はあらかじめ決定される。特に、ＭＵ－ＭＩＭＯモー
ドでは、ユーザの数が特に多い場合でないと、ペアリング利得（Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｇａｉ
ｎ）を得るためにはコードブックの大きさを小さくしなければならない。したがって、Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯモードのコードブックサイズは、一般的にＳＵ－ＭＩＭＯモードよりも小さ
く設計されるが、これはビームフォーミング利得の減少につながる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　したがって、　本発明は、関連技術の制約及び短所に起因する問題点を解決するために
、ＭＩＭＯシステムのためのモード適応方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、フィードバック情報の量を效果的に減すと同時に、システム処理量を最大化
するモード適応方法を提供する。
【００２０】
　本発明の追加的な利点、目的及び特徴が、以下の詳細な説明で記述される。本発明の目
的及び利点は、添付の図面の他、詳細な説明及び請求項で特に指摘された事項によって実
現及び獲得することができる。
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【００２１】
　本発明の意図によって上記目的及び利点を達成するために、単一ユーザＭＩＭＯ（Ｓｉ
ｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（Ｍｕ
ｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＭＵ－ＭＩＭＯ）間のモードスイッチングを行うモード適
応方法であって、前記モード適応方法わ、基地局が端末から選好ＭＩＭＯモード関連情報
を受信し、前記選好ＭＩＭＯモード関連情報に基づいてＭＩＭＯモードを決定し、前記Ｍ
ＩＭＯモードを前記端末に報告し、前記端末から前記ＭＩＭＯモードのフィードバック情
報を受信すること、を含む。
【００２２】
　前記選好ＭＩＭＯモード関連情報は、選好ＭＩＭＯモード及び前記選好ＭＩＭＯモード
に基づいて決定されたフィードバック情報のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００２３】
　前記基地局に転送される前記選好ＭＩＭＯモードを決定するのに用いられる臨界値を前
記端末に転送することをさらに含むことができる。
【００２４】
　前記ＭＩＭＯモードの決定では、前記選好ＭＩＭＯモード関連情報を用いて平均性能指
数（ｓｕｍ　ａｖｅｒａｇｅ　ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　ｍｅｔｒｉｃ）を計算し、前記平
均性能指数がモードスイッチング臨界値よりも高いと、前記ＭＩＭＯモードを前記選好Ｍ
ＩＭＯと設定することができる。
【００２５】
　現在モードの性能指数と前記選好ＭＩＭＯモードの性能指数との比が臨界値よりも高い
と、前記選好ＭＩＭＯモード関連情報が前記端末から前記基地局に伝達されることができ
る。
【００２６】
前記選好ＭＩＭＯモード関連情報の受信では、現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ
）及びプリコーディング行列インデックス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを受信するフ
ィードバックチャネルを時分割（ｔｉｍｅ－ｄｉｖｉｄｅ）し、前記時分割されたフィー
ドバックチャネルを通じて前記選好ＭＩＭＯモード関連情報を周期的に受信することがで
きる。
【００２７】
　前記選好ＭＩＭＯモード関連情報は、前記選好ＭＩＭＯモード関連情報専用の追加的な
チャネルを通じて受信することができる。
【００２８】
　前記選好モードは、ＳＵ－ＭＩＭＯモードと、２個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモ
ード２と、３個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の端末を支援するＭＵ
－ＭＩＭＯモード４のうちの一つであることができる。
【００２９】
　前記選好ＭＩＭＯモード関連情報の受信では、前記端末に前記選好ＭＩＭＯモードに対
するフィードバック要請を転送することができる。
【００３０】
　前記フィードバック要請は、現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリコー
ディング行列インデックス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを受信するフィードバックチ
ャネルを通じて前記基地局が前記選好ＭＩＭＯモードに基づいて決定された前記フィード
バック情報を受信する既に指定された回数を指示する特定情報を含むことができる。
【００３１】
　本発明の他の様相として、単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユー
ザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）モード間のモードスイッチングを行うモード適応方法であ
って、前記モード適応方法わ、端末が現在モード及び臨界値を用いて選好ＭＩＭＯモード
を決定し、基地局に選好ＭＩＭＯモード関連情報を報告し、前記選好ＭＩＭＯモード関連
情報に基づいて変更された現在モードを受信すること、を含む。
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【００３２】
　前記選好ＭＩＭＯモード関連情報は、選好ＭＩＭＯモード及び前記選好ＭＩＭＯモード
に基づいて決定されたフィードバック情報のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００３３】
　前記選好ＭＩＭＯモードは、前記現在モードの性能指数と前記選好ＭＩＭＯモードの性
能指数との比が、前記臨界値よりも高いか否かを確認することによって決定され、前記現
在モードの前記性能指数と前記選好ＭＩＭＯモードの前記性能指数との比が、前記臨界値
よりも高いと、前記選好ＭＩＭＯモード関連情報が基地局に報告されることができる。
【００３４】
　前記情報の報告では、前記現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリコーデ
ィング行列インデックス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを転送するフィードバックチャ
ネルを時分割（ｔｉｍｅ－ｄｉｖｉｄｅ）し、前記時分割されたフィードバックチャネル
を通じて前記選好ＭＩＭＯモード関連情報を周期的に転送することができる。
【００３５】
　前記選好ＭＩＭＯモード関連情報の報告では、前記選好ＭＩＭＯモード関連情報専用の
追加的なチャネルを通じて前記選好ＭＩＭＯモード関連情報を転送することができる。
【００３６】
　前記基地局から前記臨界値を受信することをさらに含むことができる。
【００３７】
　前記選好モードは、ＳＵ－ＭＩＭＯモードと、２個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモ
ード２と、３個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の端末を支援するＭＵ
－ＭＩＭＯモード４のうちの一つであることができる。
【００３８】
　前記選好ＭＩＭＯモード関連情報の報告では、前記基地局から前記選好ＭＩＭＯモード
に対するフィードバック要請を受信して、前記選好ＭＩＭＯモードに関するフィードバッ
ク情報を報告することができる。
【００３９】
　前記フィードバック要請は、前記現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリ
コーディング行列インデックス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを転送するフィードバッ
クチャネルを通じて前記端末が前記選好ＭＩＭＯモード関連情報を転送しなければならな
い既に指定された回数を指示する特定情報を含むことができる。
【００４０】
　上記の構成及び後述の請求される詳細な説明は、本発明の理解を助けるためのもので、
本発明がこれに限定されることはない。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　単一ユーザＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードと
マルチユーザＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＭＵ－ＭＩＭＯ）間のモード
スイッチングを行うモード適応方法であって、
　基地局が端末から選好ＭＩＭＯモード関連情報を受信し、
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報に基づいてＭＩＭＯモードを決定し、
　上記ＭＩＭＯモードを上記端末に報告し、
　上記端末から上記ＭＩＭＯモードのフィードバック情報を受信すること、
を含む、モード適応方法。
（項目２）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報は、選好ＭＩＭＯモード及び上記選好ＭＩＭＯモード
に基づいて決定されたフィードバック情報のうち少なくとも一つを含む、項目１に記載の
モード適応方法。
（項目３）
　上記基地局に転送される上記選好ＭＩＭＯモードを決定するのに用いられる臨界値を上
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記端末に転送することをさらに含む、項目２に記載のモード適応方法。
（項目４）
　上記ＭＩＭＯモードの決定では、
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報を用いて平均性能指数（ｓｕｍ　ａｖｅｒａｇｅ　ｔ
ｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　ｍｅｔｒｉｃ）を計算し、
　上記平均性能指数がモードスイッチング臨界値よりも高いと、上記ＭＩＭＯモードを上
記選好ＭＩＭＯと設定する、項目２に記載のモード適応方法。
（項目５）
　現在モードの性能指数と上記選好ＭＩＭＯモードの性能指数との比が臨界値よりも高い
と、上記選好ＭＩＭＯモード関連情報が上記端末から上記基地局に伝達される、項目２に
記載のモード適応方法。
（項目６）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報の受信では、
　現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリコーディング行列インデックス（
ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを受信するフィードバックチャネルを時分割（ｔｉｍｅ－
ｄｉｖｉｄｅ）し、
　上記時分割されたフィードバックチャネルを通じて上記選好ＭＩＭＯモード関連情報を
周期的に受信する、項目２に記載のモード適応方法。
（項目７）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報は、上記選好ＭＩＭＯモード関連情報専用の追加的な
チャネルを通じて受信する、項目１に記載のモード適応方法。
（項目８）
　上記選好モードは、ＳＵ－ＭＩＭＯモードと、２個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモ
ード２と、３個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の端末を支援するＭＵ
－ＭＩＭＯモード４のうちの一つである、項目２に記載のモード適応方法。
（項目９）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報の受信では、
　上記端末に上記選好ＭＩＭＯモードに対するフィードバック要請を転送する、項目２に
記載のモード適応方法。
（項目１０）
　上記フィードバック要請は、現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリコー
ディング行列インデックス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを受信するフィードバックチ
ャネルを通じて上記基地局が上記選好ＭＩＭＯモードに基づいて決定された上記フィード
バック情報を受信する既に指定された回数を指示する特定情報を含む、項目９に記載のモ
ード適応方法。
（項目１１）
　単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ）モード間のモードスイッチングを行うモード適応方法であって、
　端末が現在モード及び臨界値を用いて選好ＭＩＭＯモードを決定し、
　基地局に選好ＭＩＭＯモード関連情報を報告し、
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報に基づいて変更された現在モードを受信すること、
を含む、モード適応方法。
（項目１２）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報は、選好ＭＩＭＯモード及び上記選好ＭＩＭＯモード
に基づいて決定されたフィードバック情報のうち少なくとも一つを含む、項目１１に記載
のモード適応方法。
（項目１３）
　上記選好ＭＩＭＯモードは、上記現在モードの性能指数と上記選好ＭＩＭＯモードの性
能指数との比が、上記臨界値よりも高いか否かを確認することによって決定され、上記現
在モードの上記性能指数と上記選好ＭＩＭＯモードの上記性能指数との比が、上記臨界値
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よりも高いと、上記選好ＭＩＭＯモード関連情報が基地局に報告される、項目１２に記載
のモード適応方法。
（項目１４）
　上記情報の報告では、
　上記現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリコーディング行列インデック
ス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを転送するフィードバックチャネルを時分割（ｔｉｍ
ｅ－ｄｉｖｉｄｅ）し、
　上記時分割されたフィードバックチャネルを通じて上記選好ＭＩＭＯモード関連情報を
周期的に転送する、項目１１に記載のモード適応方法。
（項目１５）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報の報告では、
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報専用の追加的なチャネルを通じて上記選好ＭＩＭＯモ
ード関連情報を転送する、項目１１に記載のモード適応方法。
（項目１６）
　上記基地局から上記臨界値を受信することをさらに含む、項目１１に記載のモード適応
方法。
（項目１７）
　上記選好モードは、ＳＵ－ＭＩＭＯモードと、２個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモ
ード２と、３個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の端末を支援するＭＵ
－ＭＩＭＯモード４のうちの一つである、項目１１に記載のモード適応方法。
（項目１８）
　上記選好ＭＩＭＯモード関連情報の報告では、
　上記基地局から上記選好ＭＩＭＯモードに対するフィードバック要請を受信して、上記
選好ＭＩＭＯモードに関するフィードバック情報を報告する、項目１１に記載のモード適
応方法。
（項目１９）
　上記フィードバック要請は、上記現在モードのチャネル品質指示子（ＣＱＩ）及びプリ
コーディング行列インデックス（ＰＭＩ）のうち少なくとも一つを転送するフィードバッ
クチャネルを通じて上記端末が上記選好ＭＩＭＯモード関連情報を転送しなければならな
い既に指定された回数を指示する特定情報を含む、項目１８に記載のモード適応方法。
 
【発明の効果】
【００４１】
　本発明は、ＭＩＭＯシステムのモード適応（Ｍｏｄｅ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）方法を
用いてアップリンクフィードバック情報の量を減らす方法を提供する。本発明は、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１６ｍなどのシステムにおいて基地局、端末などに適用することができる。
本発明は、システムの性能を最大化しながらフィードバックの量を效果的に減らすことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】データが２つ以上の空間多重化率で転送される時の送信構造を示すブロック図で
ある。
【図２】データが２つ以上の空間多重化率で転送される時の送信構造を示すブロック図で
ある。
【図３】ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩＭＯの性能を比較したグラフである。
【図４】本発明の一実施例によるモード適応方法を用いてフィードバック量を減らす方法
を示すフローチャートである。
【図５】現在モードのＣＱＩ、ＰＭＩを送る代わりに、特定周期ごとにフィードバックチ
ャネルを通じて、望むモードの情報を転送する方法を示す図である。
【図６】追加的なフィードバックチャネルを通じて、望むモードの情報を周期的に転送す
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る方法を示す図である。
【図７】図７は、基地局（ＢＳ）による特定モードのフィードバックを要請し、端末（Ｍ
Ｓ）によって、要請されたモードのフィードバックを行う方法を示す。
【図８】図８は、望むモード情報の代わりに、ランク情報を転送する例示的な場合を示す
。
【図９】本発明の一実施例によるモード適応方法の性能グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の好適な実施例について説明する。ただし、以下に例
示する本発明の実施例は、様々な他の形態に変形可能であり、本発明の範囲が下記の実施
例に限定されることはない。
【００４４】
　図４は、本発明の一実施例によるモード適応方法を用いてフィードバック量を減らす方
法を示すフローチャートである。
【００４５】
　ここで、ｌは、モード（ｌ）で一度に転送される端末の個数であり、Ｍは、別のモード
（Ｍ）で一度に転送される端末の個数である。
【００４６】
　これらのモードは、基地局で指示することができる。これらのモードは、ダウンリンク
制御チャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、例えば、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１６ｅのＭＡＰ、サブマップなどのダウンリンク制御チャネルを通じて転送
されたモードＭに設定することができる。
【００４７】
　γｌは、端末で計算する値で、ｌ番目のモードに関する指数（Ｍｅｔｒｉｃ）として容
量（Ｃａｐａｃｉｔｙ）や性能（Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）などとすることができる。ここ
で、ｌ＊γｌ及びＭ＊γＭは、性能指数と称する。Ｃｌは、端末のフィードバックに基づ
いて基地局が計算する指数である。例えば、Ｃｌは、平均容量（Ｓｕｍ　Ａｖｅｒａｇｅ
　Ｃａｐａｃｉｔｙ）や平均性能（Ｓｕｍ　Ａｖｅｒａｇｅ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）な
どとすることができる。
【００４８】
　αは、フィードバックに対する臨界値である。
【化１】

であれば、端末は、ｌ番目のモードに対するフィードバックをする。αは、基地局により
指示される値またはあらかじめ約束された（ｐｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ）値、各端末が
任意に定めた値とすることができる。
【００４９】
　図４で、端末は、現在モード（Ｍ）の性能指数（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　ｍｅｔｒｉｃ
）に対する、スイッチングするモード（ｌ）の性能指数の比が、臨界値を超過するか否か
判断する（４１０）。ここで、上記比が臨界値を超過すると、端末は、スイッチングする
モード（ｌ）に関する情報を基地局にフィードバックする。
【００５０】
　続いて、フィードバック情報を受信した基地局は、フィードバック情報を用いてスイッ
チングするモード（ｌ）の平均性能指数を演算し（４２０）、演算された平均性能指数が
モード切替臨界値を超過するか否か判断する（４３０）。図４は、現在モード（Ｍ）の平
均性能指数をモード切替臨界値として説明している。
【００５１】
　判断結果、スイッチングするモード（ｌ）の平均性能指数がモード切替臨界値を超過す
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ド、すなわち、モード（ｌ）が端末に通知される（４４０）。この時、臨界値が変更され
ると、この変更された臨界値に関する情報も端末に通知される。
【００５２】
　一方、スイッチングするモード（ｌ）の平均性能指数がモード切替臨界値以下であれば
、この臨界値に関する情報のみが端末に通知される（４５０）。
【００５３】
　各端末は、望むモードに関する情報、モードインデックス、ＣＱＩ及び／またはＰＭＩ
などを様々な方式で基地局にフィードバックすることができる。
【００５４】
　図５は、現在モードのＣＱＩ、ＰＭＩを転送する代わりに、特定周期ごとにフィードバ
ックチャネルを通じて、望むモードの情報を転送する方法を示す図である。
【００５５】
　特に、望むモードに関する情報が現在フィードバックチャネルの容量よりも多い場合、
この望むモードに関する情報は、フィードバックチャネルを通じて数回に分けて転送する
ことができる。その例として下記の場合を挙げることができる。
【００５６】
　４周期の間隔ごとにモード通知（Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）情報が転送されるとすれば、
端末は、フィードバックチャネル時間インデックス０、１及び２で、現在モードであるモ
ードＭに関するフィードバック（ＣＱＩ及び／またはＰＭＩ）を転送する。もし、フィー
ドバックチャネルの時間インデックス３で、他のモード（モードｌ）が

【化２】

を満たさないと、端末は、モードＭを望むモードとしてフィードバックし、その後、現在
モードであるモードＭに関するフィードバック情報（ＣＱＩ及び／またはＰＭＩ）を、基
地局に転送する。もし、モードフィードバック周期であるフィードバックチャネル時間イ
ンデックス７で、モードｌが

【化３】

を満たすと、フィードバックチャネル時間インデックス８で、モードｌに関するフィード
バック（ＣＱＩ及び／またはＰＭＩ）が基地局に転送される。以降、現在モードであるモ
ードＭに関するフィードバック（ＣＱＩ及び／またはＰＭＩ）が基地局に転送される。も
し、フィードバックチャネル時間インデックス１０で、現在モードがＭからｌに変わった
とすれば、端末はモードｌに関するフィードバック（ＣＱＩ及び／またはＰＭＩ）を基地
局に転送する。
【００５７】
　図６は、追加的なフィードバックチャネルを通じて望むモードの情報を周期的に転送す
る方法を示す図である。
【００５８】
　図６を参照すると、端末は、フィードバックチャネル１を通じて、現在モード（モード
Ｍ）に関するＣＱＩ及び／またはＰＭＩを報告し、フィードバックチャネル２を通じて他
のモードに関するフィードバック情報を転送する。例えば、図６で、フィードバックチャ
ネル（２）時間インデックス０で表示された、フィードバックチャネル２の時間インデッ
クス０で、他のモード（モードｌ）が
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【化４】

を満たさず、現在モードが最適のモードと見なされると、端末は、モードＭを選好モード
として基地局に報告する。図６で、フィードバックチャネル（２）時間インデックス１で
表示された、フィードバックチャネル２の時間インデックス１でモードｌが

【化５】

を満たすと、端末は、モードｌを望むと報告し、その後、図６でフィードバックチャネル
（２）時間インデックス２で表示された、フィードバックチャネル２の時間インデックス
２でモードｌに関するＣＱＩ及び／またはＰＭＩをフィードバックする。この時、端末は
、フィードバックチャネル２の時間インデックス２で、モードｌのＣＱＩ及び／またはＰ
ＭＩをフィードバックする代わりに、望むモードを報告することができる。一方、別のチ
ャネルを通じてモードｌのＣＱＩ及び／またはＰＭＩを転送することもできる。
【００５９】
　イベントトリガー（Ｅｖｅｎｔ　ｔｒｉｇｇｅｒ）方式によって、他のモードが
【化６】

を満たすと、下記の２つの方法を用いることができる。
【００６０】
　第一の方法によれば、端末は基地局に追加的なフィードバックチャネルを要請し、この
基地局により割り当てられたフィードバックチャネルを通じてモードｌに関するＣＱＩ及
び／またはＰＭＩを転送する。第二の方法によれば、端末がアップリンクで転送するデー
タを有していると、このデータのチャネルにモードｌに関するＣＱＩ及び／またはＰＭＩ
を付けてアップリンク転送することができる。
【００６１】
　図８は、望むモード情報の代わりにランク情報を転送する例示的な場合を示す。
 
【００６２】
　現在モードがＳＵ－ＭＩＭＯモードと設定された場合、端末は、モードＭ（ＳＵ－ＭＩ
ＭＯ）に関するＣＱＩ及び／またはＰＭＩを送る代わりに、ランク情報を送ることができ
る。
【００６３】
　このＳＵ－ＭＩＭＯランク適応（Ｒａｎｋ　Ａａｄａｐｔａｔｉｏｎ）周期（すなわち
、端末が、望むランクを選択する周期）が４に設定された場合、端末は、フィードバック
チャネル（１）の毎４時間インデックスごとに自身の望むランクを送る。この時、望むラ
ンクが、他のランク、例えば、図８のランク２に変更される場合、端末は、変更されたラ
ンクに好適なＣＱＩ及び／またはＰＭＩを追加的なフィードバックチャネル、例えば、フ
ィードバックチャネル（２）を通じて送る。一方、ＣＱＩ及び／またはＰＭＩのための追
加的なフィードバックチャネルを割り当てずに、変更されたランクに関する情報が転送さ
れるフィードバックチャネル（１）を通じて、該変更されたランクに関する上記情報が転
送される周期に、変更されたランクに好適なＣＱＩ及び／またはＰＭＩを転送することも
できる。
【００６４】
　この場合にも、基地局は、ランク情報のための追加的なフィードバックチャネルを割り
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【００６５】
　図７は、基地局（ＢＳ）が特定モードに対するフィードバックを要請し、端末（ＭＳ）
は、要請されたモードに対するフィードバックをする方法を示す図である。
 
【００６６】
　図７を参照すると、基地局はモード（ｌ）に対するフィードバックを端末に要請するこ
とができる。すなわち、現在モードが（Ｍ）であり、いくつかの端末がモード（ｌ）に関
する情報をフィードバックしている状況で、基地局がモード（ｌ）に関する情報をさらに
必要とする場合、この基地局は、端末にモード（ｌ）に対するフィードバックをすること
を要請することができる。この場合、次のような方法でフィードバックを行うことができ
る。すなわち、端末は、１回または基地局で要請した回数だけ該当のモードに対してフィ
ードバックをし、それ以降は、現在モードに対するフィードバックをすることができる。
特に、要請されたモードに関する情報の量が、現在フィードバックチャネルの容量よりも
多い場合、要請されたモード情報は、フィードバックチャネルを通じて数回に分けて転送
することができる。一方、基地局がイベントトリガー方式で他のモードに対してフィード
バックを要請する場合は、次のような方法を用いることができる。基地局が新しいフィー
ドバックチャネルを割り当て、該新しく割り当てられたフィードバックチャネル（すなわ
ち、追加的なフィードバックチャネル）を通じて、要請されたモードに関するＣＱＩ及び
／またはＰＭＩを転送する方法を用いることができる。または、端末がアップリンクで転
送するデータがある場合は、このデータのチャネルに、要請されたモードに関するＣＱＩ
及び／またはＰＭＩを付けてアップリンクで転送する方法を用いることもできる。
【００６７】
　上記のように、セル境界に位置しているユーザ（以下、セル境界ユーザ）は、セルのモ
ードにかかわらずにＳＵ－ＭＩＭＯ方式または他のＭＩＭＯ方式（例えば、協力的（ｃｏ
ｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ）ＭＩＭＯ方式）を用いて動作することができる。この場合、フ
ィードバックも、該当の方式に応じて行えば良い。ＦＦＲ（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ）手法を適用する場合、ＦＦＲは、特定周波数帯域をセル境
界に割り当て、ＳＵ－ＭＩＭＯ方式または協力的ＭＩＭＯ方式によって特定周波数帯域（
該当のＦＦＲ帯域）についてのみフィードバックし、残りの帯域については上記のような
方式で現在セルに適用されたモードを用いてフィードバックすることができる。
【００６８】
　一方、コードブックが制限された状況で、ＳＵ－ＭＩＭＯコードブックセットから一部
のコードブック要素を抽出してＭＵ－ＭＩＭＯコードブックを構成することができる。
【００６９】
　ＭＵ－ＭＩＭＯコードブックと関連して、転送アンテナの個数をＮｔと仮定する。
【００７０】
　ここで、モードには、ＳＵ－ＭＩＭＯモード、ランク２を持つＭＵ－ＭＩＭＯモード、
ランク３を持つＭＵ－ＭＩＭＯモード、…、ランクＮｔを持つＭＵ－ＭＩＭＯモードなど
がありうる。各モードに関するプリコーディング行列セット（ｓｅｔ）は、数学式１で表
現することができる。
【００７１】
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【数１】

【００７２】
　数学式１で、Ｋ＃は、ＳＵ－ＭＩＭＯランク＃のコードブックサイズであり、Ｋ＃’は
、ＭＵ－ＭＩＭＯでランク＃のコードブックサイズである。Ｋ＃とＫ＃’は異なっても良
い。
【００７３】
　ここで、基地局は、個数Ｋ＃、Ｋ＃’及び構成個体を知らせることができる。基地局が
個数のみを端末に知らせる場合、各個数ごとにあらかじめ定めておいた特定コードブック
セットを使用することができる。
【００７４】
　ＭＵ－ＭＩＭＯ転送方法によって、主に、下記のような２通りの方法でフィードバック
するＭＵ－ＭＩＭＯのコードブックを構成することができる。
【００７５】
　第一に、フィードバックするコードブックと基地局から転送されるコードブックとが異
なる場合、アップリンクへのフィードバック用ＭＵ－ＭＩＭＯのコードブックを、ランク
１（ｒａｎｋ　１）コードブック要素（Ｃｏｄｅｂｏｏｋ　ｅｌｅｍｅｎｔ）で構成する
ことができる。基地局では、フィードバックされた情報を利用及び組み合わせして別のフ
ォーマットのプリコーダを生成することができる。この場合、ランク１コードブック要素
は、ＳＵ－ＭＩＭＯランク（１）コードブックの一部（ｓｕｂｓｅｔ）でありうる。
【００７６】
　第二に、フィードバックするコードブックと基地局から転送されるコードブックとが同
一の場合、アップリンクへのフィードバック用ＭＵ－ＭＩＭＯのコードブックは、次のよ
うに構成することができる。ランク２のＭＵ－ＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ　ｗｉｔｈ　ｒ
ａｎｋ　２）で、コードブックは、ランク２のコードブック要素を用いて構成される。ラ
ンク３のＭＵ－ＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ　ｗｉｔｈ　ｒａｎｋ　３）で、コードブック
は、ランク３コードブック要素を用いて構成される。
【００７７】
　この場合、各モードに関するプリコーディング行列セットは、数学式２で表示すること
ができる。
【００７８】



(15) JP 5567550 B2 2014.8.6

10

20

30

40

50

【数２】

【００７９】
　すなわち、ＭＵ－ＭＩＭＯのコードブックは、同一ランクのＳＵ－ＭＩＭＯコードブッ
クから一部の構成要素を抽出して構成することができる。
【００８０】
　基地局は、状況に応じてＭＵ－ＭＩＭＯを構成するコードブック要素の個数と構成個体
を変え、これを端末に知らせることができる。例えば、コードブックエントリー（Ｅｎｔ
ｒｙ）は、基地局が端末からのＳＵ－ＭＩＭＯフィードバックに基づいて抽出し、構成さ
れたコードブックセットを端末にブロードキャストすることができる。この場合、個数Ｋ
＃’は、各ランク別にあらかじめ定められているか、あるいは、端末に指示することがで
きる。このように構成されたコードブックは、各端末が望むコードブックインデックスの
一部で構成されている。したがって、ＭＵ－ＭＩＭＯシステムが小さいコードブックセッ
ト（ｓｅｔ）を使用するとしても、より大きいビームフォーミング利得を得ることができ
る。
【００８１】
　さらに、ＳＵ－ＭＩＭＯのコードブックの特定構成要素は、他のセルからの要請または
他の理由によって使用されない場合もある。例えば、他のセルの端末が、特定コードブッ
ク要素（例えば、ｖ１，ｋ，１）が干渉によって大きな影響を与えると報告すると、この
構成要素は使用しなくても良い。さらに、より高いランクに対するコードブックにα・ｖ

１，ｋ，１が存在すると、このコードブック要素も使用しなくて良い。
【００８２】
　次に、このように構成されたコードブックに基づくＭＵ－ＭＩＭＯにおける動作につい
て説明する。
【００８３】
　まず、ＭＵ－ＭＩＭＯコードブックのランクが転送ランクと一致すると、すなわち、ラ
ンク２のＭＵ－ＭＩＭＯコードブックがＮｔｘ２行列で構成されている時、端末は、各コ
ードブック要素別に具現された受信アルゴリズムによってＣＱＩを計算し、端末自身が望
むプリコーディング行列インデックス（ＰＭＩ）とストリームインデックス（Ｓｔｒｅａ
ｍ　Ｉｎｄｅｘ）、ＣＱＩなどをフィードバックする。基地局は、このフィードバックさ
れた情報を用いて端末をペアリングした後、これらのペアリングされた端末に該当のコー
ドブックを適用する。
【００８４】
　次に、アップリンクフィードバックのためのＭＵ－ＭＩＭＯのランクが１である場合、
すなわち、ＭＵ－ＭＩＭＯのコードブックがＮｔｘ１ベクトルで構成されている場合、端
末は、各コードブック要素別に単一ランク転送（ｒａｎｋ　１　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ）を仮定してＣＱＩを計算し、プリコーディング行列／ベクトルインデックスとＣＱＩ
をフィードバックする。または、各コードブック要素別に直交したり最も直交に近いコー
ドブック要素がペアリングされたと仮定して、ＭＵ－ＭＩＭＯモードによって具現された
受信アルゴリズムを用いてＣＱＩを計算する。端末は、計算されたプリコーディング行列
／ベクトルインデックス及びＣＱＩをフィードバックする。
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【００８５】
　基地局は、これらのフィードバック情報を用いて端末のペアリングを行った後、必要に
応じてＣＱＩを修正（Ｍｏｄｉｆｙ）してＭＣＳレベルを選択する。そして、基地局は、
選択されたＭＵ－ＭＩＭＯアルゴリズム（ＺＦ－ＢＦ、ＰＵ２ＲＣ、ＳＤＭＡ等）に応じ
てプリコーディング行列を変形した、修正されたプリコーディング行列を各端末に転送す
る。
【００８６】
　図９は、本発明の一実施例によるモード適応方法（ＳＵ／ＭＵ－ＭＩＭＯ）の性能グラ
フである。
【００８７】
　本発明の一実施例によるモード適用方法の性能グラフは、ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩ
ＭＯの最適性能を表す包絡線を充実に追従していくことがわかる。
【００８８】
　以上では図面に基づく具体的な実施例に挙げて本発明を説明してきたが、それらの実施
例は例示的なもので、当該技術分野における通常の知識を有する者には、様々な変形実施
が可能であるということは明らかである。そして、このような変形はいずれも本発明の技
術的保護範囲内にあると解釈すべきである。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は
、添付の特許請求の範囲の技術的思想によって定められなければならない。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明は、ＭＩＭＯシステムにおいてモード適応（Ｍｏｄｅ　Ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）
方法に関するもので、特に、アップリンクフィードバック量を減らす方法に関する。

【図１】

【図２】
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【図４】
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